
「高蔵寺リ・ニュータウン計画」をはじめ、行

政と市民の関係はどうあったらよいのか――。

4月の「どんぐりｓカフェ」は「春日井市の

『市民協働』の現状と課題」 というテーマで当

会の寺島副理事長から報告してもらい、参加者

で意見交換を行いました＝写真。

報告は、市民の声を伝える手段としての市議

会の状況（議員の分布、議会質問等）、春日井

市の情報公開及び愛知県内の市民参加＆協働に

関する条例整備状況、市民活動促進のための助 成、パブコメや市長のホットライン等の市民の

声を伝える手段、各種検討委員会の市民代表の

選出の仕方等、多岐にわたりました。その結果、

春日井市が他の自治体に比較して、市民の声を

受け止めるための制度整備の面で大きく立ち遅

れていること、また、「市民協働」という言葉

の中身について、行政と市民との間にズレがあ

ること、などが浮き彫りにされました。

意見交換では、正攻法で主張していくことも

大事だが、その一方で、行政との信頼関係を築

いていく努力も必要ではないかという意見など、

さまざまな声がありました。 （藤城 栄一）

NPO法人高蔵寺ニュータウン再生市民会議

（通称；どんぐりｓ）の2016年度定期総会

と懇話会を以下のとおり開催します。懇話会

ではどんぐりｓ初代理事長曽田忠宏さんから

「ニュータウンへの想いとまちづくりへの期

待」（仮題）をテーマにお話しをいただく予

定です。懇話会は、会員でない方も参加でき

ます。皆さんのご参加をお待ちしております。

●とき；5月29日（日）14：00～16：30

総会（14：00～）・懇話会（15：10～）

●ところ；東部市民センター第2集会室

ふれあいだより
ＮＰＯ法人 高蔵寺ニュータウン再生市民会議発行（☎080-4540-3553）
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●4月14日発生した熊本を襲った地震は、地

震の恐ろしさを改めて痛感するとともに、い

つ何時起きるかも知れないこうした災害に対

する備えの必要性を痛感しました。

●どんぐりｓの役員会では、緊急時に対する

国の制度や、熊本地震のボランティア支援体

験者の話を聴く会、あるいはニュータウン内

で取り組まれている町内会・自治会を中心と

した防災対策の現状などについて学ぶ必要が

あるのではないか、との声が出ています。で

きるだけ早い時期に「どんぐりｓカフェ」の

テーマとして取り上げ、皆で学ぶ場を作りた

いと考えています。

●また、5年前の東日本大震災からの復興過

程をみても、日常のひとのつながりの強さが

復興の速度を左右する鍵になることは明らか

です。ニュータウンでの現状を考えますと、

大丈夫だろうかという心配がつきまといます。

みんながお互いに支えあいながら暮らしてい

ける状況をどのようにしたら創り出せるか。

どんぐりｓが取り組んでいる「すまいくらし

相談」もその一助になればと思っています。

（藤城 栄一）

どんぐりｓから

4月の「どんぐりｓカフェ」から

「市民協働」の現状と課題巡り議論

2016年度総会のお知らせ



「どんぐりｓ」環境部会の傘下団体「活き活き

楽農会」が4月9日、2016年度定期総会を開き

「玉野周辺農家や地域耕作者と連携し、明るく

暮らしやすいまちづくりを目指す」などの新年

度活動方針を決めました。

楽農会は、野菜づくりを楽しみながら、畑の

ある玉野の自然環境保全等に取り組んでいます。

耕作地は、農家からお借りした4カ所約600坪。

この1年に６人が退会、4人が入会し、会員数は

29人。退会理由は主に高齢化ですが、新会員は

全員30歳台と若返りが進みました。

必要な農機具等は、収納小屋に入れ共同利用

し、給水は用水から貯水槽に水を貯めてあるの

で、楽に水やりができます。年会費は１人1,00

0円で、畑の利用料は広さや利用人数によって異

なりますが、標準は1区画（約10坪）約5,000

円です。

指導は無農薬・有機栽培農法で、長年野菜作

りに励んでこられた押沢台の佐藤美保子さんが

教えてくれますので、初心者でも楽しく野菜づ

くりができます。お互い知恵や技術を提供し合

いながら野菜づくりをし、ときには自慢の野菜

を産直などのイベントに出品しています。芋煮

会など懇親会等を開催し、会員同士や地元農家

の方々とのつながりを大切にしています。

また、玉野農用地利用改善組合が主導する

「美しい玉野を守る会」の活動にも参加してい

ます。農業・農地等は、自然環境の保全、水源

の涵養等に大事な役割を担っているため、農水

産省は農地の保持活動に補助金を昨年より5年間、

支給しています。この会は、その一環として、

玉野の農地、自然環境保持を目的として活動し、

楽農会も耕作地周囲や河川敷の清掃、草刈り、

溝さらえ等を行い、昨年度は約3万円支給されて

います。

連絡先： ☎090-1287-1258（堀内）

連絡可能時間：月～土曜 19時～21時

日 曜 9時～21時

Email yhoriuchi1015@yahoo.co.jp

（堀内 泰）

まずはお電話ください：☎080-4540-3553

（どんぐりｓ事務局）

相談会日時：5月8日（日）、13.30-16.00

会場：東部ほっとステーション

●今月の「どんぐりｓカフェ」は休みます。

感動を求めて
新緑の候、爽やかな季節になりました。

今年の桜は、皆様如がでしたか。開花宣言

は早かったが、満開は例年通り。お花見の

予定を立てるのが大変だったのでは。小生、

今年も京都・円山公園の枝垂れ桜からお花

見と桜撮影を開始。円山公園は、娘と妻の

思い出の地。他界してから17年。娘と共に、

今では2人の孫も連れて訪れる。今年は少し

元気がなかったのが心配。小生の桜撮影ツ

アーは、京都、鶴舞公園、山崎川、養老公

園、淡墨桜、東谷山と、桜を堪能。傑作は？

桜は人の心を豊かに、楽しくさせる。桜

の下では子供達が元気で遊んでいる。子供

達は、いい思い出になり、健全に成長する

ことだろう。人の親になれば、子供達と又

お花見に。日常の些細な出来事が、子供の

成長には必要なのではないか。小生は、桜

や自然の美しさに魅せられて撮影ツアーを

楽しみ、感動を写し取ることで元気になる。

これ私の人生。 （坂本 秀明）

私の朝・昼・晩

楽農会が2016年度定期総会

環境保全へ地域と連携強化

あわじ花さじき（兵庫県・淡路島） 森 健

5月の高齢者・すまい＆困りごと生活相談


